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イソプレンゴム (IR)について (4)

合成ゴムの評価はコスト，物性，加工性などによって

決まってくる． とくに，イソフ゜レンゴム (IR)のよう

に天然ゴムと類似の分子構造を有し，これと競合するも

のでは，それとの対比が重要な問題になる．

イソプレンゴムを汎用ゴムとしてタイヤ製造に用いる

場合でも，あるいは特殊な用途に用いる場合にもつねに

天然ゴムとの比較で論じられている．天然ゴムはイソプ

レンゴムの出現によって衰退することなく， ともに成長

してゆくものと予想される．タイヤ業界でも米国では25

％が天然ゴムを使用しており，天然ゴム不足，合成ゴム

過剰の時代がつづくものと予想される．批界のゴム消費

量のうちで天然ゴムは1960年には60%の占有率を示した

が， 1969年には34%と低下した． しかし，天然ゴムの生

産量はこの間に40%も増加している凡

天然ゴムは泄界の政情および天候によって市場価格は

かなり大幅に変動する． しかし，ィソプレンゴムは石油

化学製品であるから，一定価格を保って安定供給できる

という特色をもっている．さらに，天然ゴムは灰雑物可

塑度のばらつきなど品質が安定しないという欠点がある

が，イソプレンゴムは合成品であるため灰雑物がなく品

質が一定しているという特色ももっているが，グリーン

強度がおとるなど欠点もある．これらの他に多くの特色

をもつイソプレンゴムはタイヤ関係以外にも多量に使用

されている． この非タイヤ部門で，イソプレンゴムの特

色の一つ（ゴム自身が明るい色調）を生かした色物や履

物関係にも，さかんに使用されている．

一般に，履物用ゴム製品に用いられる加硫促進剤ノク

セラー MixNo. 1, Mix No. 2, Mix No. 3および併用促

進剤 No.I, No. 2, No. 3 (以下，併用 No.I, No. 2, No. 

3と略ず．）をイソフ゜レンゴムーニプシール V芯配合物

に供試した場合の加硫性能について，今回検討を行ない

ましたので御紹介いたします．

未加硫ゴムにおける各試料の加硫性能を検討するため

ムーニースコーチ試験およびキュラストメーター試験を

行ない，それぞれの結果を（表一 1)および（図一 1)

に示す． ムーニースコーチ試験の結果（表ー 1)より，

スコーチタイム (t5)の速度は 100℃および 125℃ とも

にノクセラー MixNo. 1, Mix No. 2, Mix No. 3および

320 

併用 No.I, No. 2, No. 3の順であり，加硫の立ち上が

リ速度 (t630)は， 125℃の場合ノクセラー MixNo, 1, 

Mix No, 2, Mix No, 3間および併用 No.I, No. 2, No. 3 

間に差が認められない． しかし， 100℃の場合でもノク

セラー MixNo. 2, Mix No. 3間には差が認められない

が，ノクセラー MixNo, Iはこの 2試料よりも多少遅

い傾向を示している．併用試料間では， No.2, No. I, 

No. 3の順である．

キュラストメーター試験の結果（図ー I)より，各試

料による加硫曲線の特性値(T10)は100℃および125℃の

スコーチタイム（い）の速度と同一傾向を示しているが，

この曲線の特性値(T90)は JOO℃における加硫の立ち上

がり速度 (t",o)と異なる傾向を示し， ノクセラー Mix

No, 1, Mix No. 2, Mix No, 3および併用 No.3, No. I, 

No. 2の順の速度を示している．

加硫物による各試料の加硫性能を検討するために加硫

試験を行ない，その結果を加硫物引張特性（表ー3)に

示す．その結果より，ノクセラー MixNo. 1, Mix No, 

2, Mix No. 3間および併用 No.I, No. 2, No. 3間に差

が認められない．

併用試料3種でも，ノクセラー Mixの3種と同様に

使用可能のように思われます．
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l 配合． 
イソフ゜レンゴム 100
(Ameripol SN-600) 

亜鉛華 5 

ステアリン酸 3 
ニプシール VN360 
*DEG 5 5. 

イオウ 2.5 
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6. 

＊＊試料

ノクセラー MixNo. I 
ノクセラー MixNo, 2 
ノクセラー MixNo. 3 
併用 No.I 
（ノクセラーM:ノクセラー
D=  I: I) 
併用 No.2 
（ノクセラー DM:ノクセラ
-D=  I: I) 
併用 No,3 
（ノクセラーM:ノクセラー
DMD=  I: I: I) 

2. 実験条件

2-1. ムーニースコーチ試験

JISK 6300-'63に準拠した，試験機：ムーニー粘

度計 ML-I,@100°0 or 125°0 

(108) 



第45巻 第3号 (I 972) 刀
口係 介

2-2. キュラストメーター試験

試験機： JSR型キュラストメーター，ダイス：#1 

(2mm), オシレーテング角度：土30'試験温度：

140℃ 

2-3. 加硫試験

140℃，プレス加硫，引張試験条件： JIS K 6301 

-'69に準拠した， 試験機：テンシロン，引張速

度： 500mm/min, 試験片： JISダンベル状3号

形．

3. 実験結果

表一 l ムーニースコーチ特性 ML-I,@ 100℃ 
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加熱時間（分）

キュラストメーター加硫曲線

30 

ML-I,@ 125°C 

試料 Vmin 

ノクセラー MixNo. 1 

ノクセラー MixNo. 2 

ノクセラー MixNo. 3 

併用
M-D 
No.I (1:1) 

用
D-M-D 
No. 2 (I: 1) 

用
M-DM-D 
No.3 (1:1:1) 

併

併

83,5 

78.0 

76.0 

75.5 

71. 5 

75.5 

15 

21'33" 

64'45" 

80'27" 

18'35" 

68'33" 

58'521' 

t35 

33'0311 

73'1011 

89'1811 

26'5811 

77'47" 

66'0411 

t△ 30 

11'30" 
8'25" 

8'51" 

8'23" 

9'14" 

7'12" 

試料 Vmin 

ノクセラー MixNo, I 

ノクセラー MixNo. 2 

ノクセラー MixNo. 3 

併用
M-D 
No. I (I:!) 

用
DM-D 
No.2 (!:!) 

用
M-DM-D 
No. 3 (I: I: I) 

併

＂ "＇u
 

79.5 

78.0 

75.5 

80.5 

70.5 

76,0 

t 5 

614511 

12'0511 

15'1311 

515611 

1213011 

914711 

t 35 

811011 

13'3111 

16'5911 

615511 

13'4711 

1015011 

I△ 30 

1'25" 

l'26" 

1'46" 

0'59" 

I'17" 

l'03" 

表ー2 加硫物引張特性 加硫温度： 140℃ 

試 料

ノクセラー MixNo. I 

ノクセラー MixNo, 2 

ノクセラ-Mix No. 2 

併用 No,I 
ノクセラーM, ノクセラーD

(I : I) 

併用 No.3 
ノクセラーM, ノクセラー
DM, ノクセラーD
(I : I : I) 
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